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ICHIROのいるシアトルマリナーズで有

名なシアトルは、年間の半分以上は雨が

降る森と湖の町である。その鬱蒼とした

独特の気候のせいか昔から映画の舞台に

なることも多く、最近では日本で大ヒット

したホラー映画リングのハリウッドリメイ

ク版の舞台となっている。あのビル・ゲイ

ツ氏も、シアトルでなく気候温暖で年中青

い空のカリフォルニアに生まれていれば、

違った人生を歩んでいたかもしれない。

当地は秋から冬にかけてはほとんど雨模様の天気が続くため、

ガレージにこもってソフトウェアを開発するにはもってこいの環

境なのだ。また、スターバックスやタリーズといった世界を代表

するコーヒー会社がシアトルから誕生したのも、その気候と無縁

ではあるまい。

さて副題の川柳は、シアトル滞在当時、中学2年の長男が日本

語補習校の授業で作った川柳の1つである。シアトルへは、私

の業務の関係でブラジルのリオデジャネイロ（リオ）から直接家

族で異動したため、そろそろ帰国できると内心感じていた子供

達にとっては、相当望郷の念が強かったに違いない。今回は子

供達の目を通して見た異文化の学校環境や教育の違いについて

書いてみたい。

アメリカの公立学校はまさにアメリカ社会の縮図、ごった煮の

スープのような異人種の坩堝である。近年のシアトルでは日本人

の子どもが減り、逆に存在感を増しているのは韓国系のようだ。

シアトルは地場のＩＴ産業が発達しているので、学校教育も当

然ＰＣやインターネット利用が前提である。高校の授業ではパ

ワーポイントによるプレゼン発表が普通に行われ、図書館には

整然とＰＣが並んでいる。以前ご紹介したマイクロソフト社も地

域の学校に多大な寄付をしていると聞く。また、各学校は専用

のＷＥＢサイトを持ち、その日の宿題もクラス単位で全てＷＥＢ上

で公開される。生徒達（親も）にとっては、授業で聞きそこなっ

た宿題の内容や締切日もＷＥＢ上で確認

できるので大変便利である。小学生も高

学年ともなれば当然のように、WEBを調

べてPCでレポートをかかせる宿題が出

される。（おかげで、宿題はもっぱらお父

さんの力作となる）

こうして小学生から日常的にＰＣに接す

る環境の下、第２のビルゲイツ予備軍が

続々と育っているのである。

子供達によると、日本とアメリカの学校

教育の大きな違いは２つある。1つは先生や親が生徒をやたら

よく褒めること、もう1つは教室内で外国人生徒に対する差別が

全く無いことだ。そもそも人種の坩堝だから外国人だからと

いって差別しても意味が無いのだろう。一方、差別が無いこと

は、子供達にとってつらいこともあったようだ。つまり英語が出

来ようが出来まいが、どこの国籍であろうが先生は全く配慮し

ないでどんどん授業を進めるのである。渡米時には全く英語を

話せなかった息子が、入学一年後になんとか小学校の英語劇で

のせりふ回しを無事終えたときは、親もほっとしたものである。

米国は人種の坩堝の学校生活であるが、よく見るとやはりアジ

ア系の子供達は一緒に遊ぶことが多い。特に韓国人と日本人の

子供達は本当に仲がいい。言葉こそ違うが、人種的にも体型的

にも似ているからだろうか、放課後は大体一緒にバスケットや

サッカーをして遊んでいる。親同士も結構仲がいい。教育熱心

な点は共通なため、学校が主催する父兄会に参加するのは日本

人と韓国人の親だけという事態もしばし発生する。

異国に住む子供達の世界では、日韓の子供たちは互いに親近

感が高いのだ。それが政府や大人になると、どうして素直に出

来なくなるのか理解に苦しむところだ。一層のこと、日本人も韓

国人も言葉の通じない外国で一緒に生活したらいい。世界の中

でどれだけお互いの存在が大切か、すぐに分かると思う。今の

両国の摩擦は一挙に解決するかもしれない。
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